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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月5日(2008.6.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
　　【特許請求の範囲】
【請求項１】
幹細胞成長因子の活性を有するポリペプチドをコードする単離されたポリヌクレオチドで
あって、配列番号２７、２９、３３、３７、もしくは３９、それらの翻訳されるタンパク
質をコードする部分、それらの成熟タンパク質をコードする部分、それらの細胞外部分、
またはそれらの活性ドメインからなる群から選択されるヌクレオチド配列を含むポリヌク
レオチド。
【請求項２】
生物活性を有するポリペプチドをコードする単離されたポリヌクレオチドであって、スト
リンジェントなハイブリダイゼーション条件下で請求項１に記載のポリヌクレオチドの相
補体にハイブリダイズするポリヌクレオチド。
【請求項３】
生物活性を有するポリペプチドをコードする単離されたポリヌクレオチドであって、請求
項１に記載のポリヌクレオチドと９０％を超える配列同一性を有するポリヌクレオチド。
【請求項４】
ＤＮＡ配列である、請求項１に記載のポリヌクレオチド。
【請求項５】
請求項１に記載のポリヌクレオチドの相補体を含む単離されたポリヌクレオチド。
【請求項６】
請求項１に記載のポリヌクレオチドを含むベクター。
【請求項７】
請求項１に記載のポリヌクレオチドを含む発現ベクター。
【請求項８】
請求項１に記載のポリヌクレオチドを発現するように遺伝子操作した宿主細胞。
【請求項９】
前記ポリヌクレオチドは、前記宿主細胞において前記ポリヌクレオチドの発現を制御する
調節配列と作動可能に結合している、請求項８に記載の宿主細胞。
【請求項１０】
配列番号２８、３０、３１、３２、３４、３８、４０、それらの翻訳されるタンパク質部
分、それらの成熟タンパク質部分、それらの細胞外部分、およびそれらの活性ドメインか
らなる群から選択されるアミノ酸配列に少なくとも８０％同一であるアミノ酸配列を含む
単離されたポリペプチド。
【請求項１１】
請求項１０に記載のポリペプチド、およびキャリアを含む組成物。
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【請求項１２】
配列番号２８、３０、３１、３２、３４、３８、および４０からなる群から選択されるポ
リペプチド配列由来の少なくとも１０個の連続したアミノ酸を含む、幹細胞成長因子様活
性を有するポリペプチド。
【請求項１３】
配列番号２８、３０、３１、３２、３４、３８、および４０からなる群から選択されるポ
リペプチド配列由来の少なくとも５個の連続したアミノ酸を含む、請求項１２に記載のポ
リペプチド。
【請求項１４】
請求項１２に記載のポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１５】
請求項１３に記載するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１６】
請求項１０に記載するポリペプチドをコードするポリヌクレオチド。
【請求項１７】
請求項１０に記載のポリペプチドに特異的な抗体。
【請求項１８】
試料中の、請求項１に記載のポリヌクレオチドを検出する方法であって：
ａ）該試料を、請求項１に記載のポリヌクレオチドに結合して、該ポリヌクレオチドとの
複合体を形成する化合物と、該複合体を形成するのに十分な期間接触させ、
ｂ）該複合体を検出し、該複合体が検出される場合、請求項１に記載のポリヌクレオチド
が検出されること
を含む方法。
【請求項１９】
試料中の、請求項１に記載のポリヌクレオチドを検出する方法であって：
ａ）該試料を、ストリンジェントなハイブリダイゼーション条件下で、請求項１に記載の
ポリヌクレオチドにアニーリングする核酸プライマーと、かかる条件下で接触させ、
ｂ）請求項１に記載のポリヌクレオチドの少なくとも一部を含む産物を増幅し、そして
ｃ）前記産物を検出することによって該試料中の請求項１に記載のポリヌクレオチドを検
出すること
を含む方法。
【請求項２０】
前記ポリヌクレオチドは、ＲＮＡ分子を含み、前記方法はアニーリングされたＲＮＡ分子
を、ｃＤＮＡポリヌクレオチドへ逆転写することをさらに含む、請求項１９に記載の方法
。
【請求項２１】
試料中の、請求項１０に記載のポリペプチドを検出する方法であって：
ａ）該試料を、前記ポリペプチドに結合して、該ポリペプチドとの複合体を形成する化合
物と、該複合体を形成するのに十分な条件下で、そして十分な期間接触させ、そして
ｂ）該複合体の構造を検出し、該複合体の構造が検出される場合、請求項１０に記載のポ
リペプチドが検出されること
を含む方法。
【請求項２２】
請求項１０に記載のポリペプチドに結合する化合物を特定する方法であって：
ａ）該化合物を、請求項１０に記載のポリペプチドと、ポリペプチド／化合物複合体を形
成するのに十分な条件下で、そして十分な期間接触させ、そして
ｂ）該複合体を検出し、該複合体が検出される場合、請求項１０に記載のポリペプチドに
結合する化合物が特定されること
を含む方法。
【請求項２３】
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請求項１０に記載のポリペプチドに結合する化合物を特定する方法であって：
ａ）細胞において、該化合物を、請求項１０に記載のポリペプチドと、ポリペプチド／化
合物複合体を形成するのに十分な期間接触させ（ここで、該複合体は、細胞においてレポ
ーター遺伝子の発現を駆動する）、そして
ｂ）レポーター遺伝子配列の発現を検出することにより該複合体を検出し、該複合体が検
出される場合、請求項１０に記載のポリペプチドに結合する化合物が特定されること
を含む方法。
【請求項２４】
幹細胞成長因子様ポリペプチドを生産する方法であって：
ａ）請求項８に記載の宿主細胞を、前記細胞において該ポリペプチドを発現するのに十分
な条件下で培養し、そして
ｂ）工程（ａ）の細胞培養物または細胞から、該ポリペプチドを単離することを含む方法
。
【請求項２５】
請求項１０に記載のポリペプチドを含むキット。
【請求項２６】
請求項１に記載のポリヌクレオチド、または請求項１に記載のポリヌクレオチドの特有の
セグメントを含む核酸を表面に結合させたアレイ。
【請求項２７】
前記アレイは、請求項１に記載のポリヌクレオチド、または請求項１に記載のポリヌクレ
オチドの特有のセグメントに対する完全なマッチを検出する、請求項２６に記載のアレイ
。
【請求項２８】
前記アレイは、請求項１に記載のポリヌクレオチド、または該ポリヌクレオチドの特有の
セグメントに対するミスマッチを検出する、請求項２６に記載のアレイ。
【請求項２９】
請求項１０に記載の幹細胞成長因子様ポリペプチドの活性または発現を増大するための組
成物であって：
（ａ）治療的量の、前記ポリペプチドのアゴニスト、
（ｂ）治療的量の、前記ポリペプチド、および
（ｃ）治療的量の、該ポリペプチドが生産される形態かつ条件下にある前記ポリペプチド
をコードするポリヌクレオチド
からなる群から選択される物質、ならびに薬学的に許容可能なキャリアを含む組成物。
【請求項３０】
請求項１０に記載の幹細胞成長因子様ポリペプチドの活性または発現を阻害するための組
成物であって：
（ｄ）治療的量の、前記ポリペプチドのアンタゴニスト、
（ｅ）治療的量の、前記ポリペプチドをコードするヌクレオチド配列の発現を阻害するポ
リヌクレオチド、および
（ｆ）治療的量の、該幹細胞成長因子様ポリペプチドと、そのリガンドに関して競合する
ポリペプチド
からなる群から選択される物質、ならびに薬学的に許容可能なキャリアを含む組成物。
【請求項３１】
配列番号２８，３０，３１，３２，３４，３８、または４０のアミノ酸配列を有するポリ
ペプチドに特異的に結合する、請求項１７に記載の抗体。
【請求項３２】
ポリクローナル抗体、モノクローナル抗体、ヒト化抗体、抗体断片、単鎖抗体、二重特異
性抗体、または異種結合抗体である、請求項１７に記載の抗体。
【請求項３３】
請求項１７に記載の抗体を含むキット。
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【請求項３４】
幹細胞成長因子様活性を有するポリペプチドをコードするポリヌクレオチドがトランスフ
ェクトされた間質細胞を含む支持細胞層上で幹細胞集団を培養することを含む方法であっ
て、
前記ポリペプチドは、配列番号２８、３０、３１、３２、３４、３８および４０からなる
群から選択されるポリペプチド配列と少なくとも９０％同一である、
幹細胞集団の生存および増殖を増大するための方法。
【請求項３５】
幹細胞成長因子様活性を有するポリペプチドが添加された培養液中で幹細胞集団を培養す
ることを含む方法であって、
前記ポリペプチドは、配列番号２８、３０、３１、３２、３４、３８および４０からなる
群から選択されるポリペプチド配列と少なくとも９０％同一である、
幹細胞集団の生存および増殖を増大するための方法。
【請求項３６】
前記幹細胞集団が、他の成長因子および／またはサイトカインをさらに含む培養条件下で
培養される、請求項３４または３５に記載の方法。
【請求項３７】
請求項３４～３６のいずれか一項に記載の方法により得られる、生存および増殖が増大し
ている幹細胞集団。
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